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情
報
連
絡
員
全
体
会
議　

２　

暮
ら
し
を
彩
る
器
展
２
０
０
４
ほ
か　

３

組
合
等
の
動
き　

３
・
４　

組
合
ク
リ
ニ
ッ
ク（
税
制
改
正
の
概
要
）　

５

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ロ
ン
ド
ン
）　

６　

１
月
の
景
況
調
査　

７

Ｐ
Ｒ
記
事（
電
子
認
証
サ
ー
ビ
ス
、ネ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
）　

８
〜
９

支
所
だ
よ
り
・
岐
阜
労
働
局
か
ら
の
ご
案
内　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
　

１０

１１

　

二
〇
〇
四
年（
平
成
十
六
年
）

度
か
ら
五
カ
年
の
県
政
方
針
を

示
す
「
新
県
政
の
指
針
」
が
、

こ
の
ほ
ど
梶
原
知
事
に
県
の
諮

問
機
関
「
県
二
十
一
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
委
員
会
」（
会
長
・
金
城

俊
夫
岐
阜
大
名
誉
教
授
）
か
ら
答
申
さ
れ
た
。
県
で
は
近

く
指
針
を
正
式
決
定
す
る
。

　

名
称
は
「
み
ん
な
が
主
役　

明
日
の
岐
阜
県
づ
く
り　

県
民
協
働
宣
言
」。
副
題
は

「
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
試

み
の
精
神
」。
略
称
は「
県
民

協
働
宣
言
」
と
さ
れ
た
。

　

指
針
は
、
自
律
・
共
生
・

補
完
性
・
持
続
性
を
共
通

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
県
民
協
働
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の

県
政
を
推
進
し
て
、
日
本
一
住
み
よ
い
岐
阜
県
を
目
指
す
。

　
「
新
県
政
の
指
針
」
の
特
徴
は
、
従
来
に
は
な
か
っ
た
次

の
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
。

　

①
県
民
協
働
ニ
ー
ズ
の
把
握
（
県
政
モ
ニ
タ
ー
、
県
政

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
県
民
協
働
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
学
生
、
高
校
生
な
ど
一
万
九
千
八
百

三
人
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ニ
ー
ズ
調
査
）
②
起
草
段
階
か

ら
県
民
協
働
（
策
定
プ
ロ
セ
ス
か
ら
県
民
協
働
の
手
法
を

と
り
十
三
人
の
民
間
学
識
経
験
者
が
起
草
）
③
県
民
、
市

町
村
、
企
業
経
営
者
等
か
ら
広
く
意
見
募
集
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
町
村
職
員
、
企
業
経
営
者
等
か

ら
意
見
聴
取
）
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
県
民
各
層
の
意

見
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

ま
た
、
県
民
と
行
政
の
役
割
が
明
確
に
記
述
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
地
方
分
権
社
会
に
お
け
る
「
市
民
政
治
の
実

現
」、「
自
律
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
県
民
（
県

民
元
気
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
、
県
民
協
働
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
）
と

行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
、
今
後
の
「
県
民
協
働
」
の
あ

る
べ
き
方
向
を
示
し
た
。

　

そ
れ
は
、
個
人
、
家
庭
、

地
域
住
民
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
、
事
業
者
な
ど
の
様
々

な
立
場
か
ら
、
自
主
的
、
主

体
的
に
活
動
し
て
い
く
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
指
針
は
、
県
民
の
中
か
ら
県
政
及
び
県
民
活
動
双

方
に
詳
し
い
有
識
者
等
で
構
成
す
る「
県
政
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
手
続
き
の
透
明
（
公
開
）
性
・
公
平
性
を
徹

底
し
つ
つ
、
定
期
的
に
評
価
（
目
標
の
達
成
状
況
、
県
内

版
地
方
分
権
の
進
捗
度
、
市
民
分
権
（
市
民
政
治
）
の
進

捗
度
、
地
域
の
自
立
・
再
生
等
）
及
び
県
民
へ
の
公
表
を

行
う
こ
と
に
よ
り
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

作
成
段
階
か
ら
県
民
協
働
で
仕
上
げ
た
指
針
を
、
県
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

み
ん
な
が
主
役

明
日
の
岐
阜
県
づ
く
り　
　

新
県
政
の
指
針
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続
い
て
、
伊
藤
修
県
農
林
商
工
局

商
工
部
産
業
経
済
室
課
長
補
佐
は
、

「
県
予
算
は
、
三
年
連
続
の
ダ
ウ
ン
。

�
自
立
・
足
が
た
め
予
算
�
を
テ
ー

マ
と
し
、
量
よ
り
質
を
目
標
に
、
弱

者
対
策
・
人
づ
く
り
に
重
点
を
置
い

た
予
算
と
な
っ
た
」
と
説
明
し
た
。

　

金
子
雅
則
東
海
財
務
局
岐
阜
事
務

所
財
務
課
長
は
、
県
内
の
経
済
情
勢

に
つ
い
て
「
持
ち
直
し
の
兆
し
が
見

ら
れ
る
と
の
判
断
で
、
前
回
よ
り
上

方
修
正
で
あ
る
」
と
報
告
。
ま
た
、

矢
野
周
二
商
工
中
金
岐
阜
支
店
長
は
、

「
県
内
の
景
況
感
は
回
復
し
て
い
な

い
。
繁
忙
感
は
あ
る
が
、
な
か
な
か

儲
け
に
繋
が
ら
な
い
。
人
員
を
増
や

さ
ず
、
設
備
投
資
を
抑
え
、
稼
働
率

を
あ
げ
て
対
応
し
て
い
る
中
小
企
業

等
が
多
い
」
と
見
解
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
出
席
し
た
情
報
連
絡

員
か
ら
の
現
況
報
告
等
を
行
っ
た
。

　

岐
阜
県
菓
子
（
工
組
）
＝
海
外
製

品
と
の
競
合
が
年
々
厳
し
く
な
り
、

原
料
高
製
品
安
で
収
益
が
悪
化
。
販

路
も
大
規
模
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

に
集
約
さ
れ
、
製
造
の
み
の
事
業
者

に
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

岐
阜
婦
人
子
供
服
（
工
組
）
＝
製

仕
事
量
に
見
合
う
収
益
は
確
保
で
き

て
い
な
い
。

　
　

土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
＝
中

（協）
国
か
ら
の
輸
入
増
加
に
よ
り
、
受
注

獲
得
競
争
が
激
化
。
販
売
先
で
あ
る

小
売
店
等
が
減
少
し
、
量
販
店
へ
と

変
化
し
た
た
め
、
一
部
に
卸
売
か
ら

小
売
へ
業
態
変
更
が
見
ら
れ
る
。

　

岐
阜
県
電
器
（
商
組
）
＝
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
大
型
液
晶
・
プ
ラ

ズ
マ
テ
レ
ビ
等
に
よ
り
好
調
に
推
移

し
て
い
る
。
将
来
の
高
齢
化
社
会
に

向
け
、
親
切
な
対
応
な
ど
を
徹
底
し
、

地
域
に
根
付
い
た
店
舗
作
り
に
期
待
。

　

岐
阜
県
飲
食
（
生
衛
）
＝
他
の
業

界
よ
り
、
景
気
回
復
は
半
年
か
ら
一

年
位
遅
れ
る
と
の
見
解
。
食
品
不
信

問
題
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
。
安

さ
を
求
め
る
者
と
高
付
加
価
値
を
求

め
る
者
と
の
二
極
化
が
進
ん
で
お
り
、

消
費
者
の
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

を
収
集
し
、
一
人
ひ
と
り
の
顧
客
を

大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

岐
阜
土
木　

＝
公
共
工
事
減
少
に

（協）

よ
り
大
変
厳
し
い
状
態
に
置
か
れ
て

い
る
。
中
小
企
業
へ
の
積
極
的
な
融

資
支
援
、
公
共
工
事
の
適
正
価
格
で

の
発
注
等
を
要
望
す
る
。

　

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部　

＝
物

（協）

を
運
ぶ
だ
け
で
は
限
界
。
ネ
ッ
ト
活

用
や
新
サ
ー
ビ
ス
構
築
等
、
差
別
化

の
手
段
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る
。

造
業
の
中
で
は
繊
維
業
界
が
最
も
悪

い
。
後
継
者
問
題
が
深
刻
。
悪
い
中

で
も
、
企
画
・
開
発
力
の
あ
る
企
業

は
強
い
。
中
国
進
出
に
よ
る
販
路
拠

点
作
り
や
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
、
生
き
残

り
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

岐
阜
県
銘
木　

＝
住
宅
の
新
築
着

（協）

工
数
の
停
滞
、
洋
式
ブ
ー
ム
に
よ
る

和
室
の
減
少
等
に
よ
り
、
国
産
材
の

使
用
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
紙
器
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
（
工

組
）
＝
中
国
市
場
か
ら
原
材
料
の
パ

ル
プ
を
輸
入
し
て
い
る
が
、
輸
入
量

の
減
少
や
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
収

益
の
改
善
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

岐
阜
県
印
刷
（
工
組
）
＝
本
県
の

電
子
入
札
で
は
、
参
加
資
格
を
他
県

に
ま
で
広
げ
て
い
る
が
、
北
海
道
で

は
道
内
企
業
を
優
先
し
て
い
る
。
県

内
企
業
優
先
へ
の
取
り
組
み
を
要
望
。

　

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
工
組
）

＝
原
料
高
、
製
品
安
が
昨
年
来
続
い

て
お
り
、
二
極
化
が
進
行
中
。
今
後

は
中
国
と
の
競
合
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

岐
阜
県
砕
石
（
工
組
）
＝
需
要
の

減
少
、
公
共
工
事
の
減
少
に
伴
い
、

出
荷
量
も
減
少
し
て
い
る
。
集
約
化

を
進
め
苦
し
い
中
を
耐
え
て
い
る
が
、

環
境
対
策
等
の
問
題
も
山
積
し
て
お

り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

岐
阜
県
金
型
（
工
組
）
＝
自
動
車

関
連
は
好
調
だ
が
、
単
価
が
厳
し
く

　

会
議
の
開
始
に
あ
た
り
、
中
央
会

森
本
専
務
理
事
は
、「
国
の
月
例
経
済

報
告
等
で
は
回
復
基
調
と
の
見
方
で

あ
る
が
、
県
内
の
経
済
に
お
い
て
は

な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な
い
。
全
国

と
県
内
と
は
半
年
程
度
の
乖
離
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
位
一
体

改
革
や
税
源
不
足
に
伴
い
、
県
予
算

も
縮
小
す
る
中
、
中
央
会
も
厳
し
い

状
況
で
の
事
業
推
進
が
予
想
さ
れ
る
。

今
年
は
、
役
立
つ
中
央
会
を
目
指
し

て
、
産
学
連
携
を
促
進
し
、
知
的
財

産
の
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

生き残りをかける中小企業
���������	
��
����

中小企業団体情報連絡員全体会議

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
』
を
二
月
二
十
六
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
（
八
十
五
人
）
に
景
気
動
向
調
査
等
を
委
嘱
し
て
い
る
が
、
情

報
連
絡
員
三
十
八
人
が
業
界
の
現
況
や
組
合
の
取
り
組
み
等
を
報
告
。
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
売
上
減
少
、
収

益
悪
化
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
製
品
の
高
付
加
価
値
化
、
差
別
化
な
ど
に
取
り
組
む
組
合
も
見
ら
れ
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
暮

ら
し
を
彩
る
器
展
２
０

０
４
〜
が
、
二
月
七
日

か
ら
十
五
日
ま
で
、
東

京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ

た
。

　

今
年
で
十
二
回
目
を

迎
え
た
同
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、「
豊
か
さ
を
感

じ
る
食
卓
を
あ
な
た

に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

日
本
各
地
の
名
品
や
さ
ま
ざ
ま
な
器
、

多
彩
な
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

通
し
て
、
食
卓
が
与
え
る
、
本
当
の

豊
か
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

本
年
も
、
三
十
万
人
を
超
す
来
場

者
が
あ
り
、
会
場
で
は
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
・
展
示
が
催
さ
れ
、「
展
示
販

売
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
県
内
か
ら
幾

つ
か
の
協
同
組
合
等
が
出
展
し
た
。

恵
那
陶
磁
器
工
業　

（
後
藤
清
一
郎

（協）

理
事
長
）、
ス
エ
陶
磁
器
卸
商
業　
（協）

（
加
藤
輔
之
理
事
長
）、　

ケ
ー
エ
ス

（協）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

美
濃
焼
を
展
示
販
売

　

東
京
ド
ー
ム

in

ジ
ー
（
長
江
隆
平
理
事

長
）、
笠
原
陶
磁
器
工
業

　

（
宮
川
憲
太
郎
理
事

（協）長
）、
瑞
浪
陶
磁
器
工
業

　

（
村
瀬
秀
雄
理
事
長
）、
美
濃
焼
・

（協）土
岐
市
、
美
濃
・
幸
兵
衛
窯
等
。

　
「
全
国
陶
磁
器
産
地
の
銘
品
紹
介
」

で
は
、
岐
阜
県
の
美
濃
焼
を
は
じ
め
、

有
田
焼
、
瀬
戸
焼
、
九
谷
焼
な
ど
日

本
全
国
か
ら
歴
史
・
独
自
の
技
法
・

伝
統
美
を
持
つ
十
九
産
地
が
、
器
の

特
色
を
活
か
し
た
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
豊
か
な
食
卓

の
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
た
。

　

美
濃
・
伝
統
の
技
「
ど
ん
ぶ
り
百

撰
」
で
は
、
窯
元
が
厳
選
し
た
五
百

五
十
種
の
�
ど
ん
ぶ

り
�
を
、
器
に
あ
わ

せ
た
『
丼
』
の
レ
シ

ピ
と
共
に
展
示
し
、

大
勢
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

　
「
新
し
い
食
卓
の

装
い
〜
多
治
見
〜
」

で
は
、
様
々
な
技
法

を
持
つ
多
治
見
の
器

が
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
形
式
で
百

二
十
点
紹
介
さ
れ
、

写
真
に
収
め
る
人
が

多
く
見
ら
れ
た
。

　

県
内
か
ら
は
、
美
濃
手
す
き
和
紙

協
同
組
合
（
市
原
達
雄
理
事
長
）、
協

同
組
合
王
将
チ
ェ
ー
ン
（
田
中
勝
幸

理
事
長
）
の
両
協
同
組
合
が
組
合
員

の
製
品
を
出
展
。
そ
の
ほ
か
、
オ
リ

ベ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ビ
ー
サ
イ

ド
グ
ル
ー
プ
、
岐
阜
県
関
刃
物
産
業

連
合
会
、
岐
阜
市
特
産
新
製
品
見
本

市
実
行
委
員
会
、
美
濃
市
通
商
振
興

会
や
各
企
業
な
ど
が
岐
阜
県
の
地
場

産
品
や
特
産
品
、
新
製
品
な
ど
を
多

数
出
展
し
、
来
場
者
も
立
ち
止
ま
り

各
製
品
に
見
入
っ
た
り
、
各
ブ
ー
ス

で
は
商
談
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

日
本
最
大
の
生
活
雑
貨
の
国
際
見

本
市
「
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
０
４
」
が
、

二
月
十
七
〜
二
十
日
の
四
日
間
、
東

京
国
際
展
示
場
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
）
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

同
シ
ョ
ー
は
二
十
五
の
商
品
ジ
ャ

ン
ル
別
に
出
展
さ
れ
、
春
以
降
の
ト

レ
ン
ド
商
品
と
な
り
う
る
も
の
が
展

示
さ
れ
た
。

　

国
内
外
二
千
以
上
の
業
者
が
出
展

し
、
新
製
品
や
最
新
ト
レ
ン
ド
の
発

信
を
目
的
に
行
わ
れ
、
会
場
に
は
多

く
の
バ
イ
ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

テーブルウェアフェスティバル
暮らしを彩る器展 2004

美
濃
和
紙
・
陶
磁
器
か
ら
出
展

第　

回
東
京
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

５７

�
…
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動　
　

４
月
６
日
〜
４
月　

日　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

１５
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岐
阜
県
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
協
同

組
合
（
木
野
村
教
眞
理
事
長
）、

フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
岐
阜
協
同
組
合

（
加
藤
孝
義
理
事
長
）
が
出
展
し
た

「
第
八
回
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ー
」
が
、
二
月
二
十
〜
二
十
二

日
ま
で
の
三
日
間
、
岐
阜
市
福
光
大

野
の
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
は
色
鮮
や
か
で
心
和
む
生
花

が
展
示
し
て
あ
り
、
高
校
や
県
内
の

町
村
な
ど
十
九
団
体
の
ブ
ー
ス
に
花

が
飾
り
付
け
ら
れ
、
園
芸
業
者
な
ど

四
十
五
団
体
が
鉢
植
え
や
切
り
花
な

　

県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
（
森

賢
二
理
事
長
）は
、「
組
合
員
講
習
会
」

を
岐
阜
市
神
田
町
の
岐
阜
商
工
会
議

所
で
開
催
し
た
。

　

組
合
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
向
上
を
目
的

に
、
県
内
の
商
店
街
振
興
組
合
を
対

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

な
ど
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
組
み

合
わ
せ
た
飾
り
つ
け
が
注
目
を
集
め

た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

花
の
育
て
方
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
、
ブ
ー
ケ

シ
ョ
ー
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
た
。

心
が
和
む
生
花
展
示

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

組
合
員
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
た

講
習
会
は
、
朝
日
大
学
経
営
学
部
の

鈴
木
博
道
教
授
よ
り
「
も
う
か
る
商

店
街
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
、
仙
台
駅
前
に
あ
る
二
件
の

店
を
比
較
し
、
売
り
場
が
広
く
通
路

も
広
い
快
適
な
店
よ
り
も
煩
雑
で
整

然
と
し
て
い
な
い
店
の
方
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
実
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

鈴
木
教
授
は
、「
客
数
は
同
じ
で
も
、

売
り
場
面
積
が
少
な
け
れ
ば
混
ん
で

い
る
様
に
見
え
る
。
快
適
な
店
づ
く

り
を
目
指
し
お
客
様
の
満
足
度
を
高

め
る
こ
と
よ
り
も
、
購
買
心
理
や
行

動
パ
タ
ー
ン
を
見
極
め
、
商
品
レ
イ

ア
ウ
ト
や
配
置
な
ど
を
工
夫
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
、
参
加
者
は
販
売
力
ア
ッ
プ
の
ヒ

ン
ト
を
得
て
い
た
。

　

岐
阜
大
学
神
谷
浩
二
助
教
授
よ
り
、

平
成
十
四
年
八
月
に
開
設
さ
れ
た
岐

阜
大
学
産
官
学
融
合
セ
ン
タ
ー
の
役

割
や
実
績
が
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、
県

新
産
業
振
興
室
の
担
当
者
か
ら
県
の

支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
大
学
の

技
術
や
研
究
成
果
の
活
用
、
人
的
交

流
の
促
進
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

　

大
垣
市
鉄
工
協
同
組
合
（
種
田
文

彦
理
事
長
）
は
、
組
合
員
を
対
象
に

「
産
学
官
連
携
説
明
会
」
を
二
月
十

三
日
に
行
っ
た
。

　

同
説
明
会
は
、
大
学
と
の
共
同
研

究
や
開
発
ニ
ー
ズ
が
潜
在
的
に
高
い

と
考
え
ら
れ
る
県
内
の
工
業
団
地
を

対
象
に
大
垣
共
立
銀
行
が
順
次
開
催

し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

ど
を
販
売
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

　

中
で
も
、
日
本
最
大
級
の
タ
マ
サ

ボ
テ
ン
と
バ
ラ
、
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ

も
う
か
る
商
店
街
を
考
え
る

県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

記
念
式
典
』
を
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
来
賓
や
組
合
員
約
六
十

名
が
出
席
。
大
森
理
事
長
は
、「
厳
し

い
時
代
だ
が
、
組
合
も
発
想
の
転
換

を
図
り
、
時
代
の
流
れ
を
掴
み
な
が

ら
様
々
な
課
題
や
組
合
員
の
生
活
、

地
位
向
上
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
発
展
に
尽
力
し
た
歴

代
役
員
及
び
永
年
勤
続
職
員
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
受
章
者
は
次
の
と
お

り
。

《
感
謝
状
》（
歴
代
役
員
）
中
谷
廣
三
、

戸
谷
達
夫
、
野
林
豊
三

《
表
彰
状
》
谷
本
忠
男
、
阪
口
よ
し

江
（
組
合
勤
続
年
数
十
五
年
）、
高
原

健
一
郎
（
組
合
事
業
担
当
十
年
）

岐
大
や
県
と
の
連
携
学
ぶ

大
垣
市
鉄
工
協
同
組
合

新
し
い
発
想
で
更
な
る
発
展
を

斐
太
建
具　

・
創
立　

周
年
式
典

（協）

４０

　

斐
太
建
具
協
同
組
合
（
大
森
喜
代

男
理
事
長
）
は
、
三
月
二
日
、
高
山

グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
『
創
立　

周
年

４０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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中央会からのお知らせです！

市町村合併等にともなう定款変更の事務手続きについて
　
　平成１５年４月に山県市、同５月に瑞穂市、平成１６年２月に飛騨市及び本巣市、同３月に下呂市及び郡
上市と、県内では相次いで市町村合併が行われております。
　今後も合併が予定されており、組合の対応についてご案内致します。

　定 款 変 更 の 時 期　　市町村合併に伴う事務手続きは、合併告知後となります。

　定款変更に係る条文　　（１）　第３条（地区）
　　　　　　　　　　　　（２）　第４条（事務所の所在地）
　　　　　　　　　　　　※その他、総代会を設置し、地域別に総代を選挙する組合にあっては、別表

についても変更する必要があります。

注意事項！
　１．定款変更をご検討の際は、準備段階で必ずご相談下さい。本会でお手伝いさせていただきます。
　２．組合の主たる事務所及び代表者の住所、組合の地区については、変更登記が必要となります。

　合併が行われたからといって、すぐに定款変更をしなければ定款が無効となることはありません。
　組合事業の追加や理事定数の変更など、変更しなければならない状況になった時、上記箇所について
も併せて定款変更を行って下さい。勿論、合併に伴い定款変更をしていただいても構いません。

●詳しいお問い合わせは、中央会・組織指導チーム（０５８－２７７－１１０２）
　　　　　　　　　　　　東濃支所（０５７２－２５－０８６５）、飛騨支所（０５７７－３４－４３００）までご連絡下さい！

組合クリニック（中小企業関係税制改正の概要について）
　
《平成１６年度税制改正》
　政府は１月１６日、「平成１６年度税制改正の要綱」を閣議決定しました。中小企業関係税制改正の概要は
以下のとおりです。

１．中小企業の事業承継の円滑化
　Ⅰ　事業承継税制の拡充
　Ⅱ　相続株式を自社に売却した相続人株主の課税の特例
　Ⅲ　非上場株式に関する譲渡益課税の税率軽減
２．欠損金に係る制度の見直し（繰越期間の延長）
　将来ある中小企業が淘汰されるのを防止し、果敢にリスクのある事業に挑戦できる環境を整えるた
め、欠損金の繰越期間の延長（５年→７年）を行う。
３．中小企業投資促進税制の延長
　中小企業が行う前向きな設備投資を包括的に支援する中小企業投資促進税制について、適用期限を
２年間延長する。
４．中小企業技術基盤強化税制における試験研究費の適用範囲の明確化
５．エンジェル税制の拡充
６．青色申告特別控除の拡充
　納税負担等の面でしわ寄せの大きい個人事業者の置かれた状況に鑑み、正規の簿記の原則に従い記
録している事業者について、現行５５万円の控除額を６５万円（＝給与所得控除額の下限）に引き上げる。

　税制改正の概要については、中小企業情報（組合等活性化情報）NO.９５号にて詳しく掲載します。

�
…
４
月
は「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
化
月
間
」で
す
！　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■陶磁器産地ストークオントレント市
　英国北部にあるストークオントレント地域は、古く
から陶磁器の産地として栄えてきた地域である。ス
トークオントレントと言っても馴染みが薄いかもしれ
ないが、ウェッジウッドやロイヤルドルトンの産地と
言えばご存じの方も多いかもしれない。同地域は世界
的なブランドであるこれら陶磁器の産地である。今回、
同地域を訪問する機会があったので、同地域の陶磁器
産業の様子をお伝えしたい。
　これまで同地域は豊富な土と水があることから英国
における陶磁器産地として発展してきた。ストークオ
ントレント市には、英国陶磁器産業連盟（ＢＣＣ）が
所在している。ロンドンから鉄道で２時間も離れたこ
の地に、業界団体の本部が所在していること自体、こ
の地域が陶磁器産業の中心であることを示している。
ＢＣＣには、テーブルウェアなどの食器類、レストラ
ン関連の食器、床、壁などのタイル類、ブロック、屋
根のタイル、耐火煉瓦などの製造業者など英国内１５０
社の企業が加盟し、英国陶磁器産業全体の９０％以上を
カバーしている。年間売上は２０００百万ポンド（約４０００
億円）、加盟企業の雇用者数は５万人にも上る。
■英国の陶磁器産業の現状
　英国の陶磁器生産は、食器類に限って言うと、２０００
年には５１４百万ポンドで、うち輸出、国内の割合はちょ
うど半分ずつであった。最新の２００２年のデータによる
と、４１４.５百万ポンドとなり大きく落ち込んだ。輸出は
２１５.３百万ポンド、国内が１９９.２百万ポンドである。陶
磁器産業全体でも２０００年の約２０００百万ポンドから
１８５８百万ポンドに減少し、ここ数年は減少傾向にある
（ＢＣＣ提供）。
　英国の陶磁器産業（特に食器関連）の主な輸出先は
アメリカで、全体の半数を占める。その他日本も重要
な取引先となっている。アメリカでは、ライフスタイ

ルの多様化により伝統的
なディナーセットの販売
が減少している。１セッ
トの食器数自体が減少し
ている。例えば、以前は
１０人分７０枚であったセッ
トが、１セット４０枚のも
のが主力になっているな
どの例がある。また、最
近はプレインホワイトが
人気であり、色付きの食
器は人気が低い。このため売価も下げざるを得ないと
のことである。またヨーロッパなどへの輸出はそれほ
ど多くはない。これは、ヨーロッパ各地には伝統的な
陶磁器産地も多く、それぞれ各地での国内消費が主流
となっているためである。
■陶磁器産業への支援体制
　ストークオントレント市には、市が中心となって設
立した「ホットハウスデザインセンター」という陶磁
器産業支援機関がある。ＩＴやＶＲ技術を活用した最
新のデザイン機器が整備され、試作品などの３Ｄモデ
ルが短時間でかつローコストで行うことができる。こ
れら機器は安価に地元企業が使用することができ、陶
磁器製品のデザイン力強化に役立っている。また機器
の利用法を説明するセミナーも開催されている。これ
ら機器は、ＥＵ（ヨーロッパ連合）の支援プログラム
を始め、英国政府貿易産業省や、ストークオントレン
ト市が属する英国ミッドランド地域の助成プログラム
など、多様な支援プログラムによって常に最新の機器
の導入を可能にしている。またホットハウスには４０室
程度のインキュベートルームが整備されており、陶磁
器デザインを手がけるベンチャー企業や、陶磁器産業
に関連する企業、その他ＩＴなどのハイテク分野のベ
ンチャー企業が入居し、企業として成長するなど成果
を挙げている。
　ＢＣＣ理事長のケビン・ファレル氏によると、地元
スタッフォードシャー大学から年間１５名程度もの優
秀な人材がデザイナーとして、地元陶磁器企業にデザ
インを提供し、新製品開発で高い評価を得ており、デ
ザイン力強化につながっているとのことであった。ま
さに産学の連携が実を結んでいる印象を受けた。販売
数が減少傾向にある中、ブランド力に頼ることなく社
会情勢の変化に対応してデザイン力の強化に取り組み、
製品の魅力そのもので生き残りをかけていく英国陶磁
器産業の強みを垣間見た感じがした。

����

デザイン力の強化に取り組む
陶磁器産地ストークオントレント

岐阜県ロンドン駐在員　澤 藤 孝 文



2004 年（平成 16 年）3月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 533 号（７）

１月景況調査

景
況
感
は
停
滞

先
行
き
不
安
感
変
わ
ら
ず

業
況
好
転
業
種
は
一

部
で
あ
り
、
先
行
き
不

透
明
感
が
強
く
、
今
後

の
推
移
を
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

他
の
主
要
な
動
向

に
つ
い
て
は
、
前
月
の

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
一
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
停
滞
②
先
行
き
不
安
感

が
依
然
強
い
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転
５
ポ
イ
ン
ト
、
悪

化　

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な

４６

４１

り
、
前
月
に
比
べ
１
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
し
、
概

ね
横
ば
い
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
２
ヶ
月
連
続
下
降
の
動

き
の
後
、
前
月
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
改
善

４０

し
、
当
月
は
概
ね
横
這
い
を
維
持
し
て
い
る
が
、

Ｄ
Ｉ
値
に
対
し
全
て
悪
化
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
前
月
に
対
し
、
売
上
高
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
、

販
売
価
格
３
ポ
イ
ン
ト
下
降
、
収
益
状
況
７
ポ
イ
ン

ト
の
悪
化
（
マ
イ
ナ
ス
幅
拡
大
）
の
動
き
と
な
り
、

個
別
の
Ｄ
Ｉ
値
は
、
売
上
高
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
、

２８

販
売
価
格
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
、
収
益
状
況
マ
イ

２７

ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

４３

　

情
報
連
絡
員
か
ら
は
、
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て

回
復
を
期
待
す
る
声
が
あ
る
一
方
、
公
共
事
業
の
縮

小
や
消
費
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
経
済
環
境
が
続
い
て

お
り
、
先
行
き
に
対
し
、
不
透
明
感
を
訴
え
る
報
告

も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
○△△○△○石　 　 灰
△▲△△△○生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲○砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
▲△▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
▲△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
△△△△△○メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
△△△▲△△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
△△△△▲○電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲▲輸 送 機 器
▲△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲▲△▲▲▲陶　 磁　 器
○△△○△○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△△△青　 　 果
▲△△▲△▲水　 産　 物
△△△○△○家 電 機 器 販 売
△▲▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
△△○△△△共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△▲▲▲生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△▲味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△△豆 腐 製 造
△△▲▲○△食 肉 （ 国 産 ）
▲△▲▲▲▲菓　 　 子
▲△△▲△△米　 　 菓
▲△▲▲△▲酒　 　 造
▲△△▲△△製 麺
△▲△△△▲撚　 糸
△△△▲△▲ニ ッ ト 工 業
▲△▲▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
△▲▲▲△△縫　 　 製
△○△○△○製　 　 材
△△△○▲○銘　 　 木
△△△△△▲集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲△△△△東 濃 ひ の き
△△△△△▲家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
△△△△○▲紙　 加　 工
▲△▲▲▲▲印　 　 刷
▲▲△▲▲▲プ ラ ス チ ッ ク
△▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△▲○岐 阜 市 商 店 街
▲△△▲△▲大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲△△多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲▲▲恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△○△▲▲タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲▲高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
▲△△▲△△飲　 食　 業
▲△△▲▲△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲△▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△△▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲△▲△鉄 構 造 物
△△△△▲▲電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲▲▲○建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
△△▲▲△▲軽 運 送

�
…「
ス
ロ
ー
・
ド
ラ
イ
ブ　

ぎ
ふ
」運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
！　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】
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経営の強い味方になる。「e-中小企業ネットマガジン」�
「e-中小企業ネットマガジン」は、経営に役立つ豊富な情報をみなさまのオフィス、�

またはご自宅のパソコンにお届けする「メールマガジン」です。�

いますぐ、ご登録を。�

【お問い合わせ先】�

中小企業庁　広報室　　　　　TEL:03-3501-1709�
中小企業総合事業団　広報課　TEL:03-5470-1515�
e-中小企業庁＆ネットワーク推進協議会には、�

　　日本商工会議所 / 全国商工会連合会 / 全国中小企業団体中央会 / 商工組合中央金庫�

　　中小企業金融公庫 / （社）全国信用保証協会連合会 / （財）全国中小企業情報化促進センター�

　　都道府県等中小企業支援センター / 産業技術総合研究所 / 中小企業総合事業団 / 中小企業庁�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が運営主体として参加しています。

e-中小企業�
ネットマガジン�
e-中小企業�
ネットマガジン�

中小企業経営者・創業予定者の方へ。「e-中小企業ネットマガジン」は中小企業の目線で、幅広い経営に役立つ

情報をリアルタイムに配信。貴社の経営を強力にサポートするメールマガジンです。経営事例や助成金情報など、豊

富な情報をお届けしています。もっと強い経営へ。当メールマガジンを積極的に活用して、ぜひあなたのビジネスにお

役立てください。�

こんなに充実�
主な配信情報�

購読料･登録料�無料�

中小企業の�
最新トピックス�

官公庁の�
最新調達情報�

中小企業総合事業団を�
はじめ、中小企業支援�
機関が実施する助成金�
などの各種情報�

経営に役立つ�
イベント情報�

ご登録はこちらまで�

www.chusho.meti.go.jp/e_maga/

中小企業が元気になるメルマガ。�
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飛
騨
の
匠
の
技
を
今
に
受
け
継
ぐ

伝
統
工
芸
品
「
飛
騨
一
位
一
刀
彫
」

の
彫
刻
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、
高
山
市

内
の
街
角
に
お
目
見
え
し
た
。

　

一
刀
彫
は
高
級
な
室
内
の
置
物
と

い
う
常
識
を
破
っ
た
初
め
て
の
試
み

で
、
飛
騨
高
山
の
「
木
の
文
化
」
や

「
職
人
の
文
化
」
を
地
域
の
人
々
や

観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
市
内
六
ヶ

所
に
設
置
さ
れ
、
飛
騨
一
位
一
刀
彫

　

国
内
産
の
イ
チ
イ
の
木
を
使
い
、

雨
や
雪
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る

特
殊
な
塗
料
で
覆
わ
れ
、
五
年
間
は

持
つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
高
山
駅
前
の
中
央
通
り
に
は
、

山
や
川
の
幸
を
も
た
ら
す
神
様
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
、
手
長
・
足
長

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
、
高
さ

三
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
二
対
の
頭
上

に
は
「
高
」
と
「
山
」
の
文
字
を
掲

げ
て
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
で
あ
る
。

　

高
山
の
新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

飛
騨
高
山
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ

て
楽
し
み
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

協
同
組
合
が
経
済
産
業
省
の
「
平
成

十
五
年
度
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興

支
援
事
業
産
地
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
事

業
」
と
し
て
取
り
組
ん
だ
一
位
一
刀

彫
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
い
、
六

人
の
彫
刻
師
が
三
年
が
か
り
の
構
想

で
制
作
し
た
。

採
れ
た
土
を
使
う
こ
と
で
あ
る
。「
た

か
た
」
の
土
は
、
き
め
が
細
か
く
粘

り
が
あ
り
、
綿
密
に
焼
き
固
ま
る
た

め
、
強
度
が
あ
り
、
耐
火
性
と
保
温

力
に
も
優
れ
て
い
る
。

　

高
田
焼
は
、
こ
の
特
徴
を
生
か
し

た
酒
徳
利
の
製
造
が
有
名
で
あ
る
。

江
戸
元
禄
年
間
に
焼
か
れ
始
め
、
源

蔵
徳
利
、
別
名
貧
乏
徳
利
と
い
わ
れ
、

明
治
、
大
正
の
頃
に
は
酒
屋
の
店
名

を
大
書
き
し
通
い
徳
利
と
し
て
親
し

　

先
日
、
某
テ
レ
ビ
局
の
番
組
で
高

田
の
湯
た
ん
ぽ
が
紹
介
さ
れ
、
大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

　

美
濃
焼
の
一
つ
高
田
焼
は
、
多
治

見
市
高
田
町
と
小
名
田
町
を
中
心
に

焼
か
れ
て
い
る
。
高
田
焼
の
歴
史
を

ひ
も
と
い
て
み
る
と
、元
和
二
年（
一

六
一
六
年
）
加
藤
与
左
衛
門
景
直
に

よ
っ
て
窯
を
築
い
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。

　

高
田
焼
の
特
徴
は
、「
た
か
た
」
で

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

労
働
者
派
遣
事
業
・
職
業
紹
介
事
業
等
の
受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
変
更
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

反
響
大
！
高
田
の
湯
た
ん
ぽ

高
田
陶
磁
器
工
業　
（協）

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

匠
の
技　

モ
ニュ
メ
ン
ト
で
ア
ピ
ー
ル

飛
騨
一
位
一
刀
彫

　

今
ま
で
、
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
で
行
っ
て
お
り
ま

し
た
次
の
届
出
等
の
窓
口
が
岐
阜
労

働
局
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①　

職
業
紹
介
事
業
の
許
可
申
請
等

②　

労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
申
請

等③　

委
託
募
集
関
係
業
務

　

な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
資
料

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
も
備
え
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

職
業
の
相
談
、
求
人
の
申
込
み
、

雇
用
保
険
の
受
給
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
窓
口　

岐
阜
労
働
局
職
業
安

定
課　

岐
阜
市
金
町
四－

三
〇　

明

治
安
田
岐
阜
金
町
ビ
ル　

電
話
〇
五

八－

二
六
三－

五
五
一
九

ま
れ
た
。

　

ま
た
、
汽
車
土
瓶
の
産
地
と
し
て

も
有
名
で
、
今
で
も
暮
ら
し
に
密
着

し
た
焼
物
が
多
い
。
特
に
、
食
器
、

擂
鉢
、
薬
用
土
瓶
、
釜
飯
の
釜
、
湯

た
ん
ぽ
な
ど
土
味
を
活
か
し
た
素
朴

な
味
わ
い
の
あ
る
特
産
品
を
確
立
し

て
き
た
。

　

二
月
初
旬
に
「
猫
型
湯
た
ん
ぽ
」

等
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、
放
送
さ

れ
た
直
後
か
ら
大
変
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
組
合
に
あ
り
、
大
反
響
で
あ

る
。
組
合
で
は
、
Ｈ
Ｐ
（http://w

w

w
.chuokai-gifu.or.jp/m

-takata/

）

も
開
設
し
て
い
る
の
で
、
一
度
ア
ク

セ
ス
し
て
頂
き
た
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
】

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り

四
月
四
日　

９
時
〜
４
時

場
所
＝
共
栄
公
園

℡
〇
五
七
二－

二
二－

一
四
四
八

�
…
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
０
３
基
礎　
　

４
月　

〜　

日　
　

受
講
料
一
万
八
千
円　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先

１９

２０

　
　

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
３
基
礎　

４
月　

〜　

日　
　

受
講
料
一
万
八
千
円　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
ー
ジ
の
欄
外
に
記
載

２２

２３

１１
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社
団
法
人
岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

（
辻
正
会
長
）は
、『
第
３
回
研
修
会
』

を
二
月
四
日
、
伊
奈
波
神
社
参
集
殿

の
三
階
「
亀
の
間
」
で
開
催
し
、
会

員
ら
約
四
十
名
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
Ｉ
Ｔ
Ｃ
中
部
専
務
理
事
で
エ
イ

デ
ィ
シ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
の
水
口
和
美
氏
を

講
師
に
招
き
、「
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
た

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

め
の
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
活
用

法
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
の
中
で
水
口
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
関

連
企
業
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
が
担
う
役
割
に
つ
い
て
、「
企

業
が
描
く
戦
略
的
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
を
支
援
し
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
及
び

調
達
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
等
が
シ
ス
テ

ム
構
築
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て

も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
に
機
能
・
管

理
し
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
関
与
し
続

け
、
経
営
戦
略
と
情
報
シ
ス
テ
ム
を

つ
な
ぐ
人
材
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

セ
ぎ
ふ
２
０
０
３
実
行
委
員
会
総

会
（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

第
８
回
組
織
化
指
導
中
央
研

１８
究
会
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議

２４
研
究
員
会
議
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

岐
山
）

　

日　

平
成　

年
度
中
小
企
業
団
体

２６

１５

情
報
連
絡
員
全
体
会
議
（
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

２７
表
者
会
議
（
全
国
中
央
会
）

〈
二
月
中
〉

４
日　

ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　

（
ソ

２１

フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　
　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
・
第

（社）
３
回
研
修
会
（
伊
奈
波
神
社
）

５
日　

第　

回
岐
阜
県
国
土
利
用
計

３３

画
審
議
会
（
県
議
会
棟
）

５
〜
６
日　

平
成　

年
度
組
合
青
年

１５

部
全
国
交
流
会
（
オ
ー
ク
ラ
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
浜
松
）

９
日　

第
３
回
岐
阜
県
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
運
営
協
議
会
（
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
岐
阜
セ
ン
タ
ー
）

　

日　

平
成　

年
度
第
２
回
岐
阜
県

１３

１５

労
働
問
題
協
議
会
世
話
人
会
（
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

・　

日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク

１３

１９
ラ
ブ
・
Ｉ
Ｔ
研
究
会
（
ド
リ
ー
ム
・

コ
ア
）

　

日　

青
年
中
央
会
・
東
濃
地
区
交

１６
流
会
（
多
治
見
市
文
化
会
館

　
　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
＆
Ｖ
Ｒ
メ
ッ

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
活
用
法
を
学
ぶ

　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

（社）
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

〈
四
月
中
〉

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

２８
会
理
事
会
（　

時　

分
〜
／
県
民

１０

３０

ふ
れ
あ
い
会
館
）

事業者の皆さん、
消費税が変わることご存じですか？

平成１６年４月から事業者免税点が３,０００万円から

１,０００万円に引き下げられます。

◆平成１６年４月以降開始する課税期間から、基準期間の課税

売上高が１千万を超えた事業者の方は、消費税の申告・納

付が必要となります。

◆個人事業者の場合、平成１７年分の基準期間である平成１５

年分の課税売上高が１千万円を超えると、平成１７年分の消

費税の申告・納付が必要となります。

◆新たに課税事業者となる方は、「消費税課税事業者届出書」

を所轄の税務署に提出してください。
　

　この他

　　・簡易課税制度の適用上限が２億円から５千万円に引き

下げられます。

　　・値札などに税込価格を表示する「総額表示」が義務付

けられます。

　　・中間申告納付制度、課税期間の特例が見直されました。
　

　詳しくは、最寄りの税務署、税務相談室、岐阜県中央会・

組織指導チーム（０５８-２７７-１１０２）にお尋ね下さい。

　国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

�
…
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門　

－

Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
Ｓ
Ｑ
Ｌ
編

－　

４
月　

〜　

日　
　

受
講
料
二
万
三
千
円

２７

２８

●
詳
し
く
は
・・・　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三


